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今
後
の
介
護
保
険
制
度
を

取
り
巻
く
状
況

　

２
０
２
５
年
に
は
65
歳
以
上
高
齢
者
は

全
国
で
３
６
５
７
万
人
（
高
齢
者
人
口
割

合
30
・
３
％
）、
２
０
４
２
年
ま
で
増
加
傾

向
が
続
き
、
２
０
５
５
年
に
は
３
６
２
６

万
人
（
同
39
・
４
％
）、
75
歳
以
上
高
齢
者

も
２
４
０
１
万
人
（
同
26
・
１
％
）
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
介
護
保
険

料
を
負
担
す
る
40
歳
以
上
の
人
口
は
２
０

２
５
年
以
降
減
少
が
見
込
ま
れ
、
国
は
、

こ
の
ま
ま
で
は
介
護
保
険
制
度
の
維
持
は

困
難
と
し
て
、
制
度
改
正
に
向
け
て
動
き

始
め
て
い
ま
す
。

　

費
用
負
担
の
公
平
化
な
ど
と
と
も
に
重

点
化
・
効
率
化
の
方
策
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
全
国
一
律
で
行
わ
れ
て
き
た
予
防
給
付

（
訪
問
介
護
・
通
所
介
護
）
を
市
町
村
が
取

り
組
む
地
域
支
援
事
業
に
移
行
し
、
介
護

事
業
所
に
よ
る
既
存
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な

く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
多

様
な
主
体
に
よ
る
重
層
的
な
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

こ
う
と
い
う
方
針
で
す
。【
図
】

新
・
地
域
支
援
事
業
と
は

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
多
様
な
主
体
に
よ

る
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
、
ど
の
地
域
で

も
均
等
に
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

た
め
、
地
域
格
差
を
懸
念
す
る
声
も
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
新
た
な
地
域
支
援
事
業
と
し

て
、
市
町
村
ご
と
に
福
祉
・
介
護
の
関
係

者
や
地
域
住
民
組
織
な
ど
に
よ
る
協
議
体

の
設
置
、
担
い
手
の
養
成
発
掘
な
ど
を
行

う
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の

配
置
な
ど
が
制
度
に
盛
り
込
ま
れ
、
平
成

29
年
度
ま
で
に
全
市
町
村
で
の
必
須
事
業

と
し
て
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

３
つ
の
エ
リ
ア
で
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
第
一
層
と
し
て
市
町
村
域
に
一
人

配
置
し
、
地
域
に
不
足
す
る
サ
ー
ビ
ス
の

特
集

創
出
や
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
の
養
成
、
元

気
な
高
齢
者
が
担
い
手
と
し
て
活
動
す
る

場
の
確
保
な
ど
、
主
に
資
源
開
発
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
第
二
層
と
し
て
中
学
校
区
に
も

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
関
係
者

間
の
情
報
共
有
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
主
体
間

の
連
携
の
体
制
づ
く
り
な
ど
を
行
え
る
よ

う
に
し
ま
す
。
第
三
層
は
、
利
用
者
と
提

供
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
を
役
割
と
し
、

個
々
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
主
体

で
担
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

国
の
構
想
で
は
、
平
成
26
〜
27
年
度
に

第
一
層
、
平
成
29
年
度
ま
で
に
第
二
層
の

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
国
は
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
介
護
事
業
者
に
よ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

提
供
や
地
域
で
の
住
民
活
動
に
よ
る
支
え
合
い
を
盛
ん
に
す
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
こ
う
と
い
う
方
向
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
市
町
村
社
協
は
、
身
近
な
地
域
で
地
区
社
協
や
自
治
会
福
祉
部
な
ど
の
組
織
化
を
支
援
す
る
中
で
、
見
守
り
活
動
や

「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
な
ど
の
福
祉
活
動
、
支
え
合
い
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
新
た
な
施
策
が
展
開
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
中
で
、
市
町
村
社
協
に
お
け
る
地
域
支
援
や
地
区
で
の
住
民
活
動
の
今
後
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
と

地
域
で
の
支
え
合
い
活
動

―
新
・
地
域
支
援
事
業
と
市
町
村
社
協
の
役
割

【図】

（「生活支援コーディネーター」の配置、協議会の設置等を通じた
住民ニーズとサービス資源のマッチング、情報集約等）

⇒民間とも協働して支援体制を構築

バックアップ

事業
主体

民間
企業

協同
組合

社会福祉
法人

ボラン
ティアNPO

生活支援サービスの提供イメージ

多様な主体による生活支援サービスの重層的な提供

介護者支援 外出支援 食材配達

安否確認

権利擁護

移動販売

市
町
村
単
位
の
圏
域

自
治
会
単
位
の
圏
域

家事援助

交流サロン

コミュニティカフェ

配食と見守り
声掛け

市町村を核とした支援体制の充実・強化

小
学
校
区
単
位
の
圏
域

【図】【図】

（厚労省「介護予防・日常生活支援総合事業ガイドライン案」より本会作成）
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充
実
を
図
る
と
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

関
係
機
関
等
か
ら
な
る
協
議
体
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

市
町
村
社
協
が

支
援
し
て
き
た
地
域
活
動

　

本
県
の
市
町
村
社
協
の
多
く
は
、
小
・

中
学
校
区
な
ど
の
身
近
な
圏
域
ご
と
に
、

住
民
自
ら
の
運
営
に
よ
る
小
地
域
福
祉
活

動
推
進
組
織
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
平
成
25
年
度
の
調
査
で
は
、
県
内

に
は
６
６
１
の
小
地
域
福
祉
活
動
推
進
組

織
が
あ
り
、
孤
立
し
な
い
よ
う
な
気
軽
な

居
場
所
「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
を
支
え
合

う
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
横
須
賀
市
社
協
で
は
、
市

内
を
18
に
分
け
た
区
域
に
住
民
の
福
祉
組

織
で
あ
る
地
区
社
協
を
組
織
化
し
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
に
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

N
神
奈
川
県
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
協
会
常
務

理
事
の
飯
嶋
礼
子
さ
ん
か
ら
は
、
こ
れ
ま

で
も
介
護
保
険
で
は
対
応
で
き
な
い
、
旅

行
へ
の
付
き
添
い
や
お
墓
参
り
な
ど
、
有

償
の
助
け
合
い
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
き
た

こ
と
、
今
後
も
地
域
住
民
や
社
協
と
の
連

携
を
強
め
、
助
け
合
い
を
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
こ
と
な
ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
塚
市
の
松
が
丘
地
区
町
内
福
祉
村
の

齋
藤
智
恵
子
さ
ん
か
ら
は
、
地
区
に
拠
点

を
設
け
、地
区
ご
と
に
協
議
を
進
め
る「
町

内
福
祉
村
」
の
活
動
と
し
て
、
高
齢
者
だ

け
で
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
居
場
所
づ
く
り
が

紹
介
さ
れ
、
生
活
支
援
活
動
の
取
り
組
み

に
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
中
村
さ
ん
か
ら

は
、「
家
事
援
助
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
信

頼
で
き
る
人
が
定
期
的
あ
る
い
は
頻
度
高

く
か
か
わ
り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
連

絡
す
れ
ば
助
言
や
サ
ポ
ー
ト
を
得
ら
れ
る

と
い
う
安
心
感
を
ど
う
つ
く
る
か
が
大
切
」

と
い
う
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
町
村
社
協
の
地
域
支
援
の
取
り
組
み

は
、
市
町
村
の
役
割
が
大
き
く
な
る
中
で
、

幅
広
い
関
係
者
と
の
協
働
が
大
切
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
ベ
ー
ス

に
し
つ
つ
も
、
す
で
に
地
域
で
活
動
さ
れ

て
い
る
方
の
み
に
さ
ら
な
る
負
担
を
強
い

る
の
で
は
な
く
、
高
齢
者
自
身
の
参
加
の

場
づ
く
り
、
企
業
や
商
店
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

と
の
連
携
の
強
化
な
ど
、
新
た
な
発
想
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

（
地
域
福
祉
推
進
担
当
）

　小田原市社会福祉協議会
　事務局長代理　秋山　浩樹

新たな担い手の掘り起しが地域を活性化
　今、地域では「不参加の連鎖」※が起きており、活
動者が固定化し、新たな担い手を見つけにくいとい
う状況下で、市社協から地区社協に新しい活動展開
を提案させていただくことも困難になっています。
　そこで、小田原市社協では、地区社協活動の担い手
を増やすことも目的とした「地域福祉コーディネー
ター養成研修会」を開催していますが、いくつかの地
区では、受講者が自主的に集まり、地域福祉コーディ
ネーター会を発足し、本ページで紹介されている久
野地区社協のような取り組みがされるようになりま
した。また、担い手募集も兼ねたアンケートは、他の
地区でも実施しており、今までに活動にかかわった
ことのない多くの皆さんから、「参加したい」との回
答をいただいています。
　小田原市社協では、このような皆さんを貴重な社
会資源として捉え、その地区のニーズにあった新し
い地域社会づくりを進めていきます。

※ 詳細は小田原市社協ホームページ「地域福祉活動計画」に掲載
（URL　http://www.odawarashakyou.or.jp/）

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
、

衣
笠
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

高
齢
者
の
家
事
援
助
（
買
い
物
・
清
掃
）、

蛍
光
灯
の
取
り
替
え
、
ゴ
ミ
出
し
、
草
刈

り
な
ど
の
依
頼
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
昨

年
度
、
約
80
人
の
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、

一
年
間
で
２
８
６
回
対
応
し
ま
し
た
。

　

市
社
協
で
は
、
各
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
連
絡
調
整
機
能
や
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ズ
機
能
を
担
い
、
各
地
区
で
の
取
り

組
み
を
支
え
て
い
ま
す
。

地
区
社
協
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

多
様
な
主
体
に
よ
る
活
動
で

支
え
合
い
を

　

本
会
は
、「
新
・
地
域
支
援
事
業
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
住
民
活
動
の
推
進
に
向
け
て
」

と
題
し
た
集
会
を
11
月
25
日
に
開
催
し
ま

し
た
。
厚
労
省
か
ら
の
制
度
説
明
に
続
き
、

県
立
保
健
福
祉
大
学
准
教
授
の
中
村
美
安

子
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
、
地

区
社
協
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
行
政
と
住
民
の
連
携

に
よ
る
福
祉
活
動
な
ど
、
３
つ
の
報
告
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。【
写
真
】

　

小
田
原
市
久
野
地
区
社
協
・
地
域
福
祉

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
会
「
ひ
ま
わ
り
の
会
」

の
久
保
寺
征
一
さ
ん
か
ら
は
、
市
社
協
職

員
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
、
地
域
住
民

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
ち
ょ
っ

と
し
た
助
け
合
い
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
助
け
合
い
の
担
い
手
に
な
れ

る
方
を
募
集
し
、
地
区
内
で
の
助
け
合
い

事
業
を
始
め
ら
れ
た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ボランティア活動実践交流会の様子。会場からも熱心
に質問が投げ掛けられ、関心の高さがうかがえました
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て
い
ま
す
。

　

こ
と
し
の
「
年
末
た
す
け
あ
い
募
金
」

の
目
標
額
は
３
億
９
３
３
５
万
円
で

す
。
住
み
慣
れ
た
街
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

福
祉
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

※
平
成
25
年
度
よ
り
、
運
動
期
間
を
１

月
か
ら
３
月
ま
で
の
３
カ
月
間
拡
大
し

ま
し
た
。
拡
大
し
た
期
間
は
、
神
奈
川

県
共
同
募
金
会
が
県
内
の
企
業
と
の
協

働
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
特
定
活
動

期
間
と
し
ま
す
。

年
末
た
す
け
あ
い

運
動
実
施
中
！

若
者
の
未
来
を
つ
な
ぐ
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム 

―
横
須
賀
市

「
地
域
の
架
け
橋
横
須
賀
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
立
ち
上
げ

　

共
同
募
金
運
動
は
、
10
月
か
ら
12
月

ま
で
３
カ
月
間
実
施
す
る
「
赤
い
羽
根

募
金
（
一
般
募
金
）」（
※
）
と
、
12
月

の
１
カ
月
間
実
施
す
る
「
年
末
た
す
け

あ
い
募
金
」
が
あ
り
ま
す
。

　
「
赤
い
羽
根
募
金
」
は
、
主
に
県
内
の

民
間
社
会
福
祉
施
設
や
団
体
が
地
域
福

祉
を
推
進
す
る
た
め
の
事
業
へ
、「
年
末

た
す
け
あ
い
募
金
」
は
、
市
区
町
村
社

協
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
す
る
地
域
単

位
で
行
わ
れ
る
各
種
事
業
を
支
援
す
る

た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
「
年
末
た
す
け
あ
い
募
金
」
は
生
活
困

窮
者
の
越
年
支
援
を
目
的
と
し
て
、
昭

和
28
年
に
県
が
提
唱
し
、
県
社
協
が
中

心
と
な
っ
て
市
区
町
村
社
協
が
実
施
し

た
の
が
始
ま
り
で
す
。
住
民
同
士
が
米

や
餅
、
衣
類
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
お
互

い
の
生
活
を
助
け
合
う
「
一
品
持
ち
寄

り
運
動
」
が
起
源
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

た
め
の
サ
ロ
ン
活
動
、
学
童
保
育
や
子

育
て
支
援
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
障

害
者
団
体
が
行
う
事
業
を
は
じ
め
、
公

的
援
助
が
届
き
に
く
い
小
規
模
団
体
の

活
動
費
な
ど
、
地
域
の
中
で
最
も
必
要

と
さ
れ
る
事
業
へ
と
支
援
の
輪
を
広
げ

◆実施期間
　　平成26年12月１日（月）～31日（水）
◆寄附金受付窓口
　　共同募金会市区町村支会
◆寄附金・配分金の取り扱い
　　寄附金は当該地域のため
　　に全額活用されます。
◆問合先
　（福）神奈川県共同募金会
　☎045－312－6339　FAX045－313－2529

◆横須賀市児童相談所
　  ☎  046－820－2323
　FAX 046－826－4301

社会的養護が必要な子どもたちへの
自立支援イメージ

地域の架け橋横須賀ステーション
・ ・児童養護施設・

　

児
童
養
護
施
設
や
里
親
家
庭
等
で
生

活
す
る
子
ど
も
た
ち
は
、
一
定
の
年
齢

に
な
る
と
、
住
ま
い
や
就
職
先
を
探
し
、

自
立
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
虐
待
な
ど

で
心
に
傷
を
負
っ
た
子
ど
も
の
多
く
は

親
元
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ず
、
頼
れ
る

場
所
・
帰
る
場
所
を
持
た
な
い
ま
ま
、

自
立
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
横
須
賀
市
で
は
、
児
童
相
談

所
が
か
か
わ
っ
て
い
る
社
会
的
養
護
が

必
要
な
子
ど
も
た
ち
の
就
職
等
の
支
援

を
進
め
る
た
め
に
、
本
年
11
月
、「
地
域

の
架
け
橋
横
須
賀
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
子
ど
も

が
就
労
す
る
際
に
雇
用
を
検
討
す
る
事

業
者
を
「
職
の
里
親
」
と
し
て
、
住
ま

い
の
あ
っ
せ
ん
等
の
相
談
に
応
じ
る
不

動
産
店
を
「
協
力
不
動
産
店
」
と
し
て

事
前
登
録
し
、
児
童
相
談
所
や
児
童
養

護
施
設
等
と
協
力
関
係
を
築
き
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
自
立
を
支
援
す
る

組
織
で
す
。【
図
】

　

11
月
末
日
現
在
、
職
の
里
親
に
24
事

業
所
、
協
力
不
動
産
店
に
23
事
業
所
が

登
録
し
て
お
り
、
横
須
賀
市
で
は
、
個

別
の
相
談
体
制
の
整
備
を
は
じ
め
、
職

の
里
親
や
協
力
不
動
産
店
が
若
者
た
ち

へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
情
報
交
換

会
、
児
童
養
護
施
設
と
の
相
互
交
流
会

等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

（
()福
神
奈
川
県
共
同
募
金
会
）

第１回会合（11／19）で児童養護施
設の現状を報告する春光学園施設長
の小林秀次さん（左）と、しらかば子
どもの家施設長の佐藤健さん（右）

（横須賀市説明資料より本会作成）
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()独
神
奈
川
県
立
病
院
機
構
「
県
立
精

神
医
療
セ
ン
タ
ー
」（
横
浜
市
港
南
区
）

は
、
診
療
開
始
か
ら
85
年
目
を
迎
え
る

本
年
12
月
１
日
、
新
体
制
で
の
運
営
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
精
神
科
の
基
幹

病
院
で
あ
る
「
芹
香
病
院
」
と
依
存
症

医
療
の
専
門
病
院
「
せ
り
が
や
病
院
」

を
統
合
し
、
新
た
な
精
神
科
医
療
へ
の

取
り
組
み
や
施
設
の
老
朽
化
な
ど
の
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
総
合
整
備
を
進

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。
防犯カメラや新型ＡＥＤも
取扱っております。

め
て
き
ま
し
た
。

　

新
病
院
で
は
、
医
療
機
関
の
少
な
い

県
西
地
域
の
精
神
科
救
急
を
補
う
と
と

も
に
、
12
〜
18
歳
を
対
象
と
し
た
「
思

春
期
診
療
科
」
を
開
設
。
外
来
診
療
の

2014年10月26日~11月25日

ほ
か
学
習
環
境
を
整
備
し
た
入
院
治
療

病
棟
を
新
た
に
設
け
て
い
ま
す
。

　

11
月
15
日
に
行
わ
れ
た
開
院
式
で

は
、「
研
究
者
の
た
め
で
は
な
く
、
県
民

の
課
題
に
応
え
ら
れ
る
専
門
機
関
を
目

指
し
た
い
」
と
同
機
構
理
事
長
の
土
屋

了
介
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
。

　

ド
ラ
ッ
グ
等
の
乱
用
防
止
に
向
け
た

県
条
例
制
定
の
動
き
を
見
据
え
つ
つ
、

専
門
入
院
医
療
の
提
供
、
地
域
定
着
を

視
野
に
入
れ
た
地
域
移
行
支
援
医
療
等

を
通
じ
て
、
地
域
と
の
連
携
を
深
め
、

精
神
医
療
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て

い
く
方
針
で
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

●横浜市・川崎市　待機児童対策で連携
　横浜市と川崎市では、広域における待機児童
対策に関する初の試みとして、10月27日に連携
協定を締結した。市境周辺の保育受け入れ枠の
確保のため、保育所等の共同整備や市外児童で
あっても施設を利用しやすい環境を整える。

●社会福祉法人への法人税課税等に反対
　10月29日、議員会館等において、都道府県社
協・指定都市社協と種別協議会関係者により、
社会福祉法人への法人税課税等に対する反対一
斉陳情が行われた。当日は、本県を含む33都道
府県・指定都市より103人が参加した。

●精神障害者保健福祉手帳３級　13％増
　厚労省は「平成25年度衛生行政報告例」を取
りまとめ、10月30日に公表した。これによる
と、精神障害者保健福祉手帳の交付台帳搭載数
は75万1,150人で、特に同手帳３級交付者が前
年度比13.3％増と大きく増加した。精神保健福
祉センターへの相談延べ人員は14万9,345人
で、内容別では「社会復帰」「思春期」「心の健
康づくり」の順に多い。相談者のうち「ひきこ
もり」が２万1,482人（14.4％）を占めている。

●放課後児童クラブ利用できず　本県は604人
　11月７日に厚労省が公表した「平成26年放課
後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）の実施
状況」によると、登録児童数・クラブ数は年々
増加傾向にあり、午後６時を超えて開所するク
ラブが全体の約65％を占めることが分かった。
　本県のクラブ数は962カ所、登録児童数は４
万2,107人で、利用できなかった児童数（待機児
童数）は604人（前年度比149人増）だった。

◆神奈川県立精神医療センター
☎045－822－0241　FAX 045－822－0242

①②新本館の内覧会で
は、日の出が差し込む個
室やデイルームが紹介さ
れました
③登壇する理事長の土屋
さん

新
た
な
精
神
科
医
療
へ
の
対

応
に
向
け
て 

―
新
「
精
神
医
療

セ
ン
タ
ー
」
開
院

① ②

③
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❖ 漫画派のあなたには
■戸部けいこ著
　「光とともに…」（秋田書店）
自閉症児の子育てのバイブル的漫
画。2004年にテレビドラマ化。作
者逝去により未完の作。
■愛本みずほ著
　「だいすき!!ゆずの子育て日記」
　　　　　　　　　　（講談社）
知的障害のあるシングルマザーゆずの子育てと障害
者に対する偏見がテーマ。こちらも2008年にテレビド
ラマ化。ゆずの娘、ひまわりが主人公として描かれた
続編「ひまわり!!それからのだいすき」も発刊。

■逢坂みえこ著
　「プロチチ」（講談社）
アスペルガー症候群の父親が専業
主夫になり、プロの父親「プロチ
チ」を目指す。

■草野誼著
　 「 うちの子自閉症スペクトラム？
おなかまるだしこちゃん」（秋田書店）

　漫画で読む自閉症児による“親育て”ストーリー！

■ごとう和著、今村志穂原作
　「晴れときどきアスペルガー」（講談社）
　アスペルガーの我が子を見守る母親と家族の物語。

■琴葉とこ著　「メンヘラちゃん」
 （イースト・プレス）
　 うつ病やパニック障害を患う主人
公と友人の物語。私的なＷＥＢ版
コミックがインターネット上で話
題を呼び、書籍化へ。

❖ 小説派のあなたにおすすめ
■ダニエル・キイス著
　「アルジャーノンに花束を」
　　　　　　（早川書房ほか）
あまりにも有名な一冊。人工的
に天才にされた知的障害の青年
が再び元に戻る過程とその後を
描いた作品。2002年にテレビド
ラマ化。

■エリザベス・ムーン著
　「くらやみの速さはどれくらい」（ハヤカワ文庫）
　高機能自閉症の男性が主人公のＳＦ作品。

■マーク・ハッドン著
　「夜中に犬に起こった奇妙な事件」（早川書房）
　自閉症の少年が主役のミステリー。来春に舞台化。

■島田荘司著　「エデンの命題」（光文社文庫）
　アスペルガー症候群の少年のＳＦミステリー作。

■山下久仁明著
　「ぼくはうみをみたくなりました」
 （ぶどう社）
　 人生に疲れた女子大生と自閉症の
青年の旅。そこで出会うさまざまな
人々との物語。

＊　　 ＊ 　　＊ 　　＊ 　　＊ 　　＊ 　　＊
　いかがでしょうか。どの本も、生き生きとした彼ら
の姿が、お話を魅力的に彩っています。
　障害のある人たちが出てくる話は、共に生きる普通
の暮らしの証ですね。たまにはテレビを消して、お話
の中の彼らに会いにいきましょう！

　日に日に寒さも厳しくなり、家で過ごす時間も増
えるこの季節。今月はおすすめの本を紹介します。
　障害福祉や療育著書ではなく、たまには自閉症や
知的障害の人が活躍する漫画や小説を読んでみませ
んか？この人たちとの日常が、ちょっぴりドラマ
チックに見えてくるかもしれません。

マスメディアにみる
　自閉症・知的障害の人たち

～漫画・小説編～
　1968年４月設立。県内11地区（横浜市・川崎市を除く）
の自閉症児・者親の会による連合会です。行政施策の研
究・提言、当事者・家族のためのミーティング運営、療育
者等に向けた勉強・セミナー運営等、自閉症児・者と家族
の支援や、自閉症スペクトラムの理解を進めるための活動
を各市町村及び県に向けて展開しています。

〈連絡先〉 E-mail　info-kas@kas-yamabiko.jpn.org
　　　　URL　http://kas-yamabiko.jpn.org/

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 

今月は
　⇨ 神奈川県自閉症児・者親の会連合会

がお伝えします!
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　福祉最前線
̶現場レポート̶

◎ このコーナーでは県内各地の福祉関連の当事者・職能団体
等の方々から日ごろの取り組みをご寄稿いただきます。

　８月29日、「かながわ生徒・若者支援センター」を立ち
上げました。背景として、若者たちにのしかかる「格差
と貧困」の問題があります。経済格差は教育格差と連動
し「貧困の連鎖」を生んでいます。また、若者をめぐる
困難は経済的困難ばかりでなく、家庭的・家族的困難、
疾患・障害、民族的・国籍的マイノリティ、性・ジェン
ダーなどのさまざまな要素が複合的・重層的にのしか
かっているケースが多く見られます。
　高等学校の現場では、生活指導・進路指導・キャリア
教育などさまざまな取り組みが行われてきています。し
かしながら、さまざまな困難を抱える生徒が多く在籍す
る学校では、複合化する課題への認識やその対応への専
門的なノウハウの不足、教職員定数上の制約などから、
生徒に対する個別支援が不十分となり、結果として不登
校・中退・ひきこもり等を招き、就労に結びつかないま
まに社会に送り出すケースも多く見られます。
　一方、困難を抱える若者たちの支援には、NPOをはじめ
とする多くの支援団体が活動しており、若者の相談活動・

居場所確保・就労支援などに実績を上げています。支援
者の経験によれば早期発見・早期支援ほど効果が大きい
と指摘されています。すなわち、学校に在籍している間
に支援を行うことが重要です。そのためには支援団体と
高等学校との連携が求められますが、学校との意思疎通
の困難さや、支援を持続可能としていくための人的・財
政的不安定さにより、連携が進みにくい実態があります。
　当センターは、高等学校を共通のプラットホームとし
て、このような若者たちへの支援の可能性を追求するた
め、事例研究活動、学校・支援者連携モデル事業などを
行い、さらには今後、支援者養成活動・支援者仲介活動
など、取り組みを拡充したいと考えています。
　最後に、当センターは会員になっていただける方を募
集しています。会員の皆さまには、仕組みの検討・準備
過程で行う各種取り組みや検討素材の情報提供を随時
行っていきます。ぜひご入会いただき、仕組みづくりに
ご参加・ご協力いただきますようお願い申し上げます。
［団体会費：１口10,000円（年）、個人会費：１口5,000円（年）］

　さまざまな困難を抱える若者の支援をより早
期かつ安定的に行うために、高等学校と民間支
援者の連携促進の他、調査・研究、支援者養成、
政策提言などを目的として開設。

かながわ生徒・若者支援センター
事務局長　　中尾　光信
（県立横浜明朋高等学校）

高等学校をプラットホームとした支援の可能性

〈連 絡先〉横浜市中区山下町160－２駐労会館２階
　　　　 ☎070－1444－8309
　　　　 E-mail　seitowakamono-shien@yahoo.co.jp
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要介護状態の予防と社会参加
～訪問リハビリテーションへの期待と課題～

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
休
み
が
ち
に
な
り
ま
し
た
。
外

に
連
れ
出
そ
う
と
妻
は
声
を
掛
け
ま
し
た
が
、
嫌
が

る
Ａ
さ
ん
を
見
て
「
や
っ
と
家
に
帰
っ
て
落
ち
着
け

た
の
だ
か
ら
、
少
し
ゆ
っ
く
り
さ
せ
て
あ
げ
よ
う
」

と
、
様
子
を
見
守
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

暮
ら
し
の
現
場
で
生
か
さ
れ
る

適
切
な
生
活
期
リ
ハ
ビ
リ
を

　

高
齢
期
を
迎
え
る
と
、脳
血
管
疾
患
や
転
倒
と
い
っ

た
突
発
的
な
原
因
だ
け
で
な
く
、
年
齢
と
と
も
に
関

節
が
思
う
よ
う
に
動
か
せ
な
く
な
っ
た
り
、
動
悸
や

息
切
れ
、
痛
み
等
に
よ
り
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
苦

痛
に
感
じ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
次
第
に
要
介
護

状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

筋
力
が
衰
え
た
り
、
関
節
が
固
ま
っ
た
り
す
る
廃

用
症
候
群
は
、
肺
炎
や
認
知
症
な
ど
の
二
次
障
害
を

引
き
起
こ
す
リ
ス
ク
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
早
期
に

専
門
治
療
と
集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
こ
と
、
で

き
る
限
り
悪
化
し
な
い
よ
う
、
現
状
を
維
持
す
る
た

め
の
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
に
は
、「
急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
」（
発
症
直

後
〜
３
週
間
）、
ス
ム
ー
ズ
な
社
会
・
家
庭
復
帰
を
目

指
す
「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
」（
病
状
安
定
後
３
〜
６
カ

月
程
度
）、
主
に
地
域
で
行
わ
れ
る
自
立
生
活
支
援
を

目
指
し
た
「
生
活
期
リ
ハ
ビ
リ
」
が
あ
り
ま
す
。

　
「
事
例
の
Ａ
さ
ん
の
よ
う
に
、
脳
梗
塞
の
治
療
で
は
、

急
性
期
と
回
復
期
の
病
院
間
で
役
割
を
分
担
し
、
地

域
の
中
で
連
携
す
る
体
制
が
定
着
し
て
き
て
い
ま
す

が
、
病
院
リ
ハ
ビ
リ
の
現
場
で
は
、
退
院
後
の
そ
の
人

ら
し
い
暮
ら
し
の
広
が
り
や
可
能
性
が
見
え
づ
ら
い
」

と
木
村
さ
ん
。
ト
イ
レ
や
洗
面
台
の
高
さ
が
少
し
変
わ

る
こ
と
で
、
病
院
で
繰
り
返
し
た
リ
ハ
ビ
リ
の
成
果
を

自
宅
で
生
か
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
病
院
の
訓

私たちの目指す「地域包括ケアシステム」⑨連 載連 載

事
例  

脳
梗
塞
を
発
症
し
た
Ａ
さ
ん

　

妻
と
２
人
暮
ら
し
の
Ａ
さ
ん
（
68
歳
）
は
、
夜
中

ト
イ
レ
に
起
き
る
と
、
身
体
に
力
が
入
ら
ず
ふ
ら
つ

く
こ
と
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
年
の
せ
い
と
し
ば
ら

く
や
り
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
晩
、
猛
烈
な

頭
痛
と
め
ま
い
に
襲
わ
れ
、
救
急
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。

医
師
か
ら
脳
梗
塞
の
診
断
を
受
け
た
Ａ
さ
ん
。
幸
い

に
も
一
命
を
取
り
留
め
ま
し
た
が
、
右
半
身
は
思
う

よ
う
に
動
か
ず
、
言
葉
が
上
手
く
出
て
こ
な
い
・
ろ

れ
つ
が
回
ら
な
い
と
い
っ
た
症
状
が
残
り
ま
し
た
。

　

Ａ
さ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
は
、
入
院
２
日
目
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
初
め
は
病
室
の
ベ
ッ
ド
の
上
に
座
る
・

関
節
を
動
か
す
こ
と
か
ら
、
容
態
が
安
定
す
る
と
訓

練
室
に
場
を
移
し
、
起
き
上
が
る
・
立
ち
上
が
る
・

歩
く
練
習
を
段
階
的
に
行
い
ま
し
た
。

　

緊
急
入
院
か
ら
１
週
間
が
経
っ
た
こ
ろ
、
リ
ハ
ビ

リ
病
棟
の
あ
る
病
院
へ
の
転
院
が
決
ま
っ
た
Ａ
さ
ん
。

転
院
先
で
、
食
事
・
着
替
え
・
ト
イ
レ
・
入
浴
な
ど

日
常
動
作
を
改
善
す
る
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
計
画
が
組

ま
れ
る
と
、「
早
く
退
院
し
た
い
」
と
い
う
思
い
で
、

Ａ
さ
ん
は
毎
日
黙
々
と
リ
ハ
ビ
リ
に
励
み
ま
し
た
。

　

妻
の
献
身
的
な
支
え
も
あ
り
、
転
院
か
ら
１
カ
月

後
に
は
伝
い
歩
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
Ａ
さ
ん
。

症
状
も
固
定
し
始
め
た
こ
と
か
ら
、
医
師
に
退
院
を

勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
こ
れ
ま
で
付
き
添
っ
て

き
た
妻
は
疲
れ
果
て
た
様
子
で
す
。
そ
こ
で
退
院
後

の
１
カ
月
間
は
介
護
老
人
保
健
施
設
を
利
用
し
、
そ

の
間
、
妻
が
中
心
と
な
っ
て
自
宅
の
改
修
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
調
整
を
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

退
院
し
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
家
に
閉
じ
こ
も
る

よ
う
に
な
っ
た
Ａ
さ
ん
。
周
り
と
の
会
話
に
つ
い
て

い
け
な
い
こ
と
が
辛
い
よ
う
で
、
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め

　地域包括ケアシステムの構築に向けて、医療・介護の連携による予防的ケアに加え、ケアマネジャーや
介護職員等に対するリハビリテーション（以下、「リハビリ」）専門職等からの助言が重要であるとし、厚
労省では、本年９月に「高齢者の地域におけるリハビリテーションの新たな在り方検討会」（座長：大森彌
東京大学名誉教授）を立ち上げ、来年度の介護報酬改定への反映に向けて議論を重ねています。
　そこで今回は、本年４月に設立された「神奈川県訪問リハビリテーション協議会」会長の相川浩一さん
（理学療法士）、副会長の木村修介さん（作業療法士）、船橋庄司さん（言語聴覚士）にお話を伺い、要介護
状態の改善・予防の視点からみる訪問リハビリの展開と課題について考えていきます。
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リ
ハ
ビ
リ
現
場
か
ら
み
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
へ
の
期
待

　

ど
の
よ
う
な
環
境
で
、
ど
の
よ
う
に
生
活
し
て
い

く
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
な
の
か
。
暮
ら
し
の
イ
メ
ー
ジ

を
持
つ
こ
と
で
、
そ
の
人
に
と
っ
て
適
切
な
リ
ハ
ビ

リ
も
変
わ
り
ま
す
。「
以
前
の
よ
う
に
手
足
を
動
か
し

た
い
」「
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
い
っ
た

目
標
に
留
ま
ら
ず
、
自
由
に
動
け
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
た
い
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
回
復
す
る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
場
に

参
加
し
た
い
の
か
、
支
援
を
組
み
立
て
て
い
く
上
で

の
軸
は
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
価
値
観
、
生
活
観

を
踏
ま
え
た
、
そ
の
人
ら
し
い
生
き
方
を
支
え
る
た

め
の
リ
ハ
ビ
リ
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

介
護
保
険
事
業
と
し
て
、
訪
問
（
予
防
）
リ
ハ
ビ

リ
に
取
り
組
む
事
業
所
は
県
内
に
約
８
０
０
カ
所
。

前
述
の
と
お
り
、
在
宅
介
護
に
携
わ
る
人
材
は
少
な

く
、
地
域
の
取
り
組
み
に
は
偏
り
も
み
ら
れ
ま
す
。

　
「
病
院
等
で
身
体
機
能
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
て

も
、
家
庭
や
地
域
の
中
で
発
揮
す
る
場
面
が
な
い
た

め
に
、
持
ち
崩
し
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
」

と
い
う
現
実
を
前
に
、
参
加
し
た
い
・
活
動
し
た
い

と
い
う
本
人
の
思
い
を
引
き
出
し
、
見
守
り
、
応
援

し
て
く
れ
る
人
と
の
つ
な
が
り
や
、
リ
ハ
ビ
リ
の
目

標
と
な
る
活
動
の
場
を
地
域
の
中
に
ど
の
よ
う
に
つ

く
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
。

　

地
域
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
期
待
さ
れ
る
予
防
的
ケ

ア
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
を
原
点
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
視
野
を
広
げ
、
住
民
と
関
係
者
が
共

に
考
え
て
い
く
必
要
あ
る
と
伝
え
て
い
ま
す
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
病
院
勤
務
で
、
在
宅
医
療
や
介
護

分
野
に
従
事
す
る
人
は
少
な
い
現
状
で
す
。

　

在
宅
復
帰
を
奨
励
す
る
制
度
改
革
が
進
み
、
在
院

日
数
が
短
縮
さ
れ
る
中
、「
退
院
後
や
サ
ー
ビ
ス
終
了

後
の
フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て
課
題
意
識
は
あ
っ
て
も
、

介
護
報
酬
体
系
で
の
評
価
が
な
い
た
め
に
動
き
づ
ら

い
」「
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
リ
ハ
ビ
リ
実
施
計
画
が
乖
離
し

て
い
る
」
と
い
っ
た
現
場
の
声
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
３
職
種
の
垣
根
を
超
え
た
つ
な
が
り
の
中

で
、
本
県
の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を
普
及
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
、
本
年
４
月
、「
神
奈
川
県
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、（
公
社
）
神
奈
川
県
理
学
療
法
士
会
・

（
一
社
）
神
奈
川
県
作
業
療
法
士
会
・
神
奈
川
県
言
語

聴
覚
士
会
の
協
働
に
よ
り
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
従
事
者

養
成
や
地
域
連
携
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
が
、

よ
り
迅
速
か
つ
柔
軟
な
活
動
を
目
指
し
、
新
た
な
団

体
と
し
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

現
在
は
、
各
会
の
理
事
等
で
構
成
す
る
運
営
委
員

を
含
め
40
人
程
度
が
活
動
。
県
内
に
11
あ
る
二
次
保

健
医
療
圏
域
に
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
配
置
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
課
題
に
応
じ
た
質
の
高
い
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

の
提
供
と
従
事
者
育
成
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

練
室
で
は
車
い
す
を
操
作
で
き
て
も
、
自
宅
の
環
境
や

車
い
す
の
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
思
う
よ
う
に

動
か
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
改
善
に
は
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
が
自
宅
を
訪
問
し
、

生
活
現
場
で
起
き
た
本
人
の
変
化
を
知
る
こ
と
で
、

一
人
ひ
と
り
に
沿
っ
た
適
切
な
生
活
期
リ
ハ
ビ
リ
の

検
討
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
話
し
ま
す
。

　
「
た
と
え
ば
言
語
聴
覚
士
の
場
合
、
リ
ビ
ン
グ
で
ア

ル
バ
ム
を
見
な
が
ら
記
憶
や
言
葉
を
引
き
出
し
た
り
、

絵
や
実
物
を
会
話
に
盛
り
込
ん
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
方
法
を
家
族
に
伝
え
た
り
、
食
事
の
工
夫
を

一
緒
に
考
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
人
ひ
と
り

の
暮
ら
し
の
現
場
に
実
用
的
な
リ
ハ
ビ
リ
の
ア
イ
デ
ア

が
加
わ
る
こ
と
で
、
生
活
そ
の
も
の
が
効
果
的
な
リ
ハ

ビ
リ
に
変
わ
る
」
と
、船
橋
さ
ん
も
言
葉
を
添
え
ま
す
。

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
へ
の
期
待
を
受
け
て

　

専
門
職
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
リ
ハ
ビ
リ
に
は
、
主

に
「
理
学
療
法
」「
作
業
療
法
」「
言
語
聴
覚
療
法
」

◆神奈川県訪問リハビリテーション協議会
　（（公社）神奈川県理学療法士会事務所内）
　☎045‒326‒3225　℻  045‒326‒3226

写真左から、木村さん、相川さん、船橋さん

〈専門家によるリハビリ〉
◆ 理学療法：ベッドからの起き上が
りや車いすへの移動、歩行、関節
の曲げ伸ばしなどの運動、温熱を
通じて筋肉を動かしやすくする療
法などがあり、多くの場合、入院
初期から開始される。

◆ 作業療法：食事・入浴・トイレ・
着替え等の生活動作を視野に入
れ、さまざまな器具や道具を使っ
た動作訓練により機能回復と向
上を目指す。

◆ 言語聴覚療法：聞く・話す・読む・
書く力を見極めた上で、コミュニ
ケーション方法の提案や、摂食・
嚥下機能の回復に向けたトレー
ニングを行う。

の
３
つ
が
あ
り
ま
す

が
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

の
違
い
を
知
ら
な
い
人

も
多
く
、『
リ
ハ
ビ
リ
を

頼
み
た
い
』
と
だ
け
相

談
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
」

と
相
川
さ
ん
。

　

県
内
に
は
有
資
格
者

と
し
て
、
理
学
療
法
士

が
約
５
千
人
、
作
業
療

法
士
が
約
２
千
人
、
言

語
聴
覚
士
が
約
７
０
０

人
程
度
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
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日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
は
、
高
齢
の
方
や
障
害

の
あ
る
方
な
ど
、
主
に
判

断
能
力
が
低
下
し
た
方
々

が
地
域
で
安
心
し
自
立
し

た
生
活
が
送
ら
れ
る
よ
う
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
手
続
き
の
支
援
、
日

常
生
活
で
の
金
銭
管
理
の
支
援
、
重
要
書

類
の
預
か
り
等
を
行
う
公
的
な
サ
ー
ビ
ス

で
、
政
令
指
定
都
市
を
含
む
県
内
市
町
村

社
協
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

相
談
や
支
援
内
容
の
作
成
等
を
担
当
す

る
専
門
員
、
利
用
者
に
具
体
的
援
助
を
提

供
す
る
生
活
支
援
員
と
い
う
本
事
業
の
従

事
者
は
、
利
用
者
の
状
態
や
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
支
援
し
て
い
く
資
質
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
事
業
の
適
切
な
運
営
に
は
、

管
理
監
督
者
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
社
会
福
祉
法
で
は
都
道
府
県
社
協

が
従
事
者
の
資
質
向
上
に
取
り
組
む
こ
と

と
定
め
て
お
り
、
本
会
で
も
管
理
監
督
者

　

地
域
で
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
、

障
害
の
あ
る
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が

「
住
民
」
と
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
半
が
経
ち
、

災
害
を
経
験
さ
れ
た
地
域
の
取
り
組
み
や

支
援
の
実
践
か
ら
「
住
民
同
士
の
日
常
の

つ
な
が
り
が
災
害
時
に
生
き
て
い
る
」
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
被
災
さ

れ
た
方
の
体
験
談
や
本
県
の
取
り
組
み
か

ら
、
今
、
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
機
会

と
し
て
、
10
月
28
日
に
「
第
11
回
地
域
福

祉
推
進
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

ま
し
た
。（
参
加
者
１
４
３
人
）

　

第
一
部
の
基
調
講
演
で
は
、
宮
城
県
仙

台
市
に
あ
る
()福
つ
ど
い
の
家
理
事
長
の
下

郡
山
和
子
さ
ん
よ
り
、
施
設
設
立
時
の
理

念
に
基
づ
き
、
地
域
と
の
有
機
的
な
つ
な

が
り
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
こ
と
、
積
極

的
に
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
つ
な
が
り

の
意
識
が
醸
造
さ
れ
、「
震
災
時
、
施
設
利

用
者
だ
け
で
な
く
近
隣
住
民
も
孤
立
す
る

こ
と
な
く
、
他
県
か
ら
の
支
援
を
得
な
が

ら
支
援
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
綾
瀬
市
社
協
・
地
域
福
祉
班
長
の

石
橋
正
道
さ
ん
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と

し
て
、
相
模
原
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
会
長
の
原

裕
子
さ
ん
、
()福

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

福
祉
会
理
事
長

の
田
口
努
さ
ん

に
パ
ネ
ラ
ー
と

し
て
登
壇
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

原
さ
ん
か
ら

は
民
生
委
員
児

童
委
員
と
し
て

の
被
災
地
と
の
か
か
わ
り
や
自
身
の
地
域

で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
田
口
さ
ん
か

ら
は
長
年
に
わ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
組

織
化
活
動
の
経
験
か
ら
、
職
業
や
立
場
に

捉
わ
れ
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
良
さ

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
石
橋
さ
ん
か
ら

は
「
支
援
者
と
し
て
、
基
本
理
念
を
常
に

意
識
す
る
こ
と
が
災
害
時
な
ど
の
非
常
事

態
な
ど
に
生
き
る
、
す
な
わ
ち
常
時
か
ら

の
備
え
や
心
掛
け
が
災
害
時
に
生
き
る
」

と
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
次
回
も
同
テ
ー
マ
で

行
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
い
く
つ
も

あ
り
、
盛
会
の
う
ち
に
セ
ミ
ナ
ー
を
終
了

し
ま
し
た
。（

社
会
福
祉
施
設
・
団
体
担
当
）

を
含
む
従
事
者
を
対
象
に
、
毎
年
研
修
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
の
企
画
に
あ
た
っ
て
は
、
従
事
者

に
必
要
な
知
識
や
資
質
は
何
か
、
市
町
村

社
協
の
経
験
豊
富
な
専
門
員
の
方
々
と
意

見
交
換
を
し
な
が
ら
立
案
し
て
い
き
ま
す

が
、
こ
こ
数
年
は
、
増
加
傾
向
に
あ
る
精

神
障
害
の
あ
る
利
用
者
へ
の
援
助
の
あ
り

方
や
、
利
用
者
が
死
亡
し
た
後
の
対
応
方

法
等
が
課
題
と
し
て
多
く
挙
が
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
課
題
へ
の
対
応
に
加
え
、
実
際

の
研
修
で
は
、
主
に
初
任
者
を
対
象
と
し

た
支
援
者
と
し
て
の
心
構
え
か
ら
、
対
象

者
の
理
解
、
ケ
ー
ス
記
録
の
方
法
、
法
律
知

識
や
事
業
実
施
時
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
あ
り
方
等
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
多
岐

に
わ
た
り
、講
義
形
式
だ
け
で
な
く
、小
人

数
に
分
か
れ
て
支
援
困
難
な
ケ
ー
ス
を
検

討
す
る
と
い
っ
た
か
た
ち
で
も
行
い
ま
す
。

　

な
お
、研
修
内
容
は
受
講
者
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
も
参
考
に
、
よ
り
現
場
の
ニ
ー
ズ

や
課
題
解
決
に
即
し
た
内
容
と
な
る
よ
う

年
度
ご
と
に
配
慮
す
る
こ
と
で
、
参
加
者

か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

事
業
を
よ
り
効
果
的
に
実
施
す
る
た

め
、
本
会
で
は
今
後
も
研
修
内
容
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
か
な
が
わ
権
利
擁
護
相
談
セ
ン
タ
ー
）

実
践
力
を
高
め
る
た
め
の
専
門
員
・
生
活
支
援
員
等
の
育
成

〜 

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
・
従
事
者
研
修
の
実
施
に
つ
い
て

日
常
か
ら
の
関
係
づ
く
り
を
見
つ
め
直
す

〜
「
第
11
回
地
域
福
祉
推
進
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
報
告

「知的障害・発達障害の理解」
というテーマで11月に実施し
た現任者研修の様子

発表者の話に耳を傾ける参加者
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本会主催  福祉人材センター事
業のご案内

「福祉のしごとフェア」
◇日時＝①１月21日（水）、②２月25
日（水）、両日とも午前10時～11時
30 分（福祉の職場就職支援ガイダ
ンス）、午後０時30分～４時（福祉
施設等就職相談会）
◇会場＝①平塚プレジール、②かな
がわ県民センターほか
◇対象＝福祉の仕事に関心のある方、
福祉分野に就労を希望される方
　※就職支援ガイダンスは定員あり
　※事前申込制
◇問合先＝かながわ福祉人材センター
　☎045－312－4816　℻  045－313－4590
　E-mail jinzai@knsyk.jp
　URL http://www.knsyk.jp/jinzai/
「保育のしごと就職支援セミナー＆
就職相談会」
◇日時＝①１月16日（金）、②１月28
日（水）、③２月17日（火）、全て午前
10時～正午（就職支援セミナー）、
午後１時～４時（就職相談会）
◇会場＝①ユニコムプラザさがみは
ら、②茅ヶ崎市民文化会館、③
ウィリング横浜
◇対象＝保育士（資格取得見込含む）、
保育の仕事に就職を希望される方
　※就職支援セミナーは定員あり
　※事前申込制
　※託児は２週間前までに要相談
◇問合先＝かながわ保育士・保育所
支援センター
　☎045－320－0505　℻  045－313－4590
　E-mail hoiku_jinzai@knsyk.jp
　URL http://www.kanagawahoiku.jp/

県「個人情報保護講座・応用
講座」のご案内
◇日程＝①１月21日（水）、②１月28
日（水）両日とも午前10時～正午

◇会場＝かながわ県民センター
◇対象＝福祉・医療業種
◇定員＝100名（応募多数の場合抽選）
◇申込締切＝１月10日（土）
◇申込方法＝事業所名・氏名・希望
講座名・開催日を明記の上、メール
◇問合先＝参加型システム研究所
　☎045－222－8720
　E-mail info-sanka@systemken.org
　URL http://www.privacy.kana
gawa.jp/

消費者庁・県「個人情報保護
法に関する説明会」のご案内
◇テーマ＝番号制度（マイナンバー）
の概要
◇日程＝１月22日（木）午後１時30分
～３時30分（午後０時30分開場）
◇会場＝横浜市開港記念会館　講堂
◇対象＝関心のある方
◇定員＝481名
◇申込締切＝１月16日（金）
◇申込方法＝所定の申込書をファク
スまたは郵送、下記ホームページ
よりフォームメール
　URL http://www.pref.kanaga
wa.jp/evt/p849925.html
◇問合先＝県情報公開課個人情報保
護グループ
　☎045－210－3720　℻  045－210－8838

「高次脳機能障害セミナー
（就労支援編）」のご案内
◇日時＝１月24日（土）午前10時～午
後４時30分
◇会場＝鎌倉芸術館３階　会議室１
◇対象＝保健・医療・福祉関係者等
◇定員＝40名（定員次第締切）
◇資料代＝1,000円
◇申込方法＝所定の申込書をファク
ス、または下記ホームページの専
用フォームに入力
　URL http://www.chiiki-shien-

－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

 

 
TEL 045-402-5923  
FAX 045-434-3711 

 

JR  

hp.kanagawa-rehab.or.jp/
◇問合先＝神奈川県総合リハビリ
テーションセンター地域支援室
　☎046－249－2602　℻  046－249－2601

寄附金品ありがとうございました
【一般寄附金】日本農産工業（株）
【交通遺児援護基金】神奈川県設計
協同組合連合会、神奈川県石油業協
同組合
【子ども福祉基金】荒谷昭子
【ともしび基金】脇隆志、日本農産工
業（株）、茅ヶ崎水道営業所、バリア
フリーフェスタアリオ橋本、県立逗
葉高等学校、（公財）積善会曽我病
院、相模原水道営業所

（合計879,739円）
【寄附物品】（一社）神奈川県自動車
会議所、神奈川県定年問題研究会
 （いずれも順不同、敬称略）

日本農産工業㈱よりともしび基金、一般寄附
金へご寄附いただき、土屋嘉伸総務人事部長
補佐（左）、新宮良治様（右）へ感謝状を贈呈

（一社）神奈川県自動車会議所より社会福祉施
設へ介護車両を寄贈いただき、筒井康之会長
（左）へ感謝状を贈呈

11
第757号　福祉タイムズ　2014.12.15



「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
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ご意見・ご感想をお待ちしています！

子
）
サ
ロ
ン
」、
新
生
児
の
い
る
世
帯
に

訪
問
し
て
贈
答
品（
紙
お
む
つ
）と
記
念

の
し
お
り
を
配
布
し
、
関
係
づ
く
り
を

進
め
る
「
新
生
児
誕
生
の
お
祝
い
」
な

ど
の
活
動
を
通
じ
て
、
高
齢
者
か
ら
子

ど
も
ま
で
幅
広
い〝
出
会
い
や
交
流
の

機
会
〞が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

地
域
を
見
つ
め
る
優
し
い
眼
差
し

　

表
紙
で
ご
紹
介
し
た
鹿
島
さ
ん
は
、

木
古
庭
福
祉
委
員
会
の
会
長
と
し
て
活

動
す
る
中
で
「
身
近
な
お
互
い
さ
ま
を

広
げ
、
支
え
合
え
る
地
域
づ
く
り
は
、

住
民
自
身
が
主
役
の
『
地
域
か
ら
始
め

る〝
手
作
り
〞の
福
祉
』
で
あ
る
こ
と
が

重
要
で
す
」
と
優
し
い
眼
差
し
で
い
つ

も
見
つ
め
続
け
て
い
ま
す
。

（
葉
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

確
認
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
齢
者

の
見
守
り
活
動
を
皮
切
り
に
、
試
行
錯

誤
と
創
意
工
夫
を
積
み
重
ね
、
地
元
の

交
番
、
子
ど
も
会
や
町
内
会
の
行
事
な

ど
と
も
連
携
・
協
働
し
て
い
ま
す
。

　
「
木
古
庭
ゆ
め
サ
ロ
ン
」
で
は
、
高
齢

者
が
覚
え
や
す
い
よ
う
毎
月
28
日
の
固

定
開
催
と
し
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に

文
化
祭
の
作
品
作
り
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
、
参
加
者

の
近
況
や
体
調
を
把
握
す
る
民
生
委
員

児
童
委
員
や
町
内
会
役
員
な
ど
も
含
め

毎
回
30
人
ほ
ど
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
男
性
高
齢
者
の
孤

立
予
防
の
必
要
性
か
ら
始
ま
っ
た
「
男

地
域
か
ら
始
め
る〝
手
作
り
〞の
福
祉

木き

古こ

庭ば

福
祉
委
員
会
（
葉
山
町
）

葉
山
町
内〝
初
〞の

小
地
域
福
祉
活
動
推
進
組
織

　

木
古
庭
地
区
は
、
世
帯
数
６
７
０
世

帯
、人
口
１
６
０
０
人
、高
齢
化
率
35
・

５
％
の
高
齢
化
が
著
し
い
地
区
で
す
。

平
成
14
年
度
に
葉
山
町
内
で
最
初
の
小

地
域
福
祉
活
動
推
進
組
織（
地
区
社
協
）

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　

町
内
会
福
祉
厚
生
部
・
婦
人
会
・
子

ど
も
会
・
民
生
委
員
児
童
委
員
・
消
防

分
団
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
ヘ

ル
パ
ー
な
ど
で
構
成
し
、活
動
の
企
画
・

立
案
や
団
体
間
の
連
携
・
協
働
、
情
報

共
有
の
場
と
し
て
毎
月
１
回
定
例
会
議

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

地
域
密
着
！ 

の
多
様
な
取
り
組
み

　

組
織
化
当
初
に
実
施
し
た
地
区
内
全

戸
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
地
域
の
困
り
ご
と
、
活
動
希
望
者

な
ど
を
把
握
し
、
小
地
域
福
祉
活
動
に

求
め
ら
れ
る
取
り
組
み
や
地
域
の
課
題

を
整
理
し
ま
し
た
。
回
答
率
は
と
て
も

高
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
参
加
を

希
望
す
る
住
民
も
多
数
名
乗
り
出
る
な

ど
、
福
祉
意
識
は
比
較
的
高
い
こ
と
も

①木古庭会館の外観

⑤布草履を作製する鹿島さん

③④手芸品の作製を通して笑
顔と会話が弾む参加者

②文化祭に
　出展する作品

①木古庭会館 外観

①

◆（福）葉山町社会福祉協議会
三浦郡葉山町堀内2220
☎046‒875‒9889　℻  046‒876‒1873
URL　http://www.hayamashakyo.com/

③④手芸品の作製を通して笑

③

④
⑤

②文化祭に

②

の
料
理
教
室
」、

地
域
で
の
子
育

て
支
援
と
し
て

の「
子
育
て（
親

※ 本年度の県社会福祉大会にて、優良地区社協とし
て表彰されました
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